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高校生は「アクティブラーニング」をどう思っているのか？

○粟津俊二（実践女子大学） 鈴木明夫（東洋大学）

キーワード：能動的学修，アクティブラーニング，高校生

目 的

近年，大学教育の改革が強く要望されている。

教授方法の改革を望む意見も見られ，学生が主体

的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修

（アクティブ・ラーニング：以下 と略す）への

転換が求められている 中央教育審議会 。

の有効性を主張する研究も多くあるが，一方で

大学入学生の中には に拒否感や苦手意識を持

つ者もおり，否定的態度を持つものは 型授業の

履修を避ける傾向も見られる（粟津・松下 ）。

は大学だけでなく，初等教育，中等教育でも

取り組まれており，大学入学前に経験したことの

ある学習者も多くいるだろう。大学での の教育

効果を考える上で，大学入学以前にどのような

を経験し，どのような態度を持っているのかを検

討することは重要であろう。

そこで，高校生が という教育法を知っている

のか，どのように受け止めているのかを調べる。

方 法

年 月および 年 月に，大学進学を

希望している高校２年生，３年生，予備校生を対

象にネット調査を実施した。回答者数は， 年

が 名， 年が 名であり，回答者が重複

しないように調査を実施した。本発表では，この

うち高校 年生（ 年 名， 名

名 の結果のみ分析する。

質問項目は， 「学年」， 「 という言葉を

聞いたことがありますか。」， 「 の形式の授業

を一つでも受けていますか」， 「 の授業は，

今までの形式の授業よりも知識をより深く身につ

けることが出来ると思いますか」， 「英語の授業

の を受けていますか」， 「今までの形式の授

業と 形式の授業では何が一番違うと思います

か 自由記述 」， 「 の授業は，今までの形式

の授業よりもどの技能において一番スキルを身に

つけられると思いますか」などである。

結 果

に抜粋した結果を示す。 に「聞いた

がある」と答えた回答者の比率， に「受けてい

る」と答えた回答者の比率， に「深い知識が身

につくと思う」と回答した比率を，調査年および

回答者の学年別に示す。

「アクティブラーニング」「能動的学修」という

言葉を聞いたことのある高校生は半数程度である。

から 年にかけて高 生で ポイント，

高 生で ポイント増加している。受講経験のあ

る生徒は ％以下であり，学年が上がると増加す

るものの， 年と 年で明確な増減は見ら

れない。受講経験のある者のうち，深い知識が得

られるという肯定的態度を示したものが ％程

度以上おり， 年と 年で明確な増減は見

られない。

に対する肯定的回答者の比率

学年 質問項目

高 生 ：聞いた

受講している

深い知識

高 生 ：聞いた

受講している

深い知識

考 察

「アクティブラーニング」あるいは「能動的学

修」という言葉は， 年の中教審答申で公式文

書に現れた。しかし，現在でも半数程度の高校生

にしか認知されていない。また，受講している生

徒は ％程度であり，広く普及しているとも言い

難い。しかし， は学修者の能動的な学修への参

加を取り入れた教授・学習法の総称であり，様々

な手法がある 中央教育審議会 。この言葉

を知らなくとも経験している可能性はある。

受講経験のある生徒のうち，「深い知識が身に付

く」という肯定的態度を示す生徒が多い。一方で

に対して否定的な態度を持つ生徒も， 程度

いた。このような生徒は，大学での 形式の授業

に否定的な態度を持つことも十分に考えられる。

このような生徒への対応を考えるには，さらに詳

細な調査や分析が必要であろう。

今後も がますます広まっていく可能性があ

る。有効な を行うには，学習者がどのような

を経験し，態度・印象を持っているのか，また

その態度・印象が高等教育での の学習効果にど

のように影響するのかなどを，確認する必要があ

るだろう。
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大学生の共感経験とアイデンティティとの関連

○井芹まい（小田原短期大学） 河村茂雄（早稲田大学）

キーワード：共感経験，アイデンティティ

問題と目的

共感経験（角田， ）は，「①情動伝染などの

受動的な共感性を除く，②感情的・認知的アプロ

ーチの両方が含まれる，③過去の経験という制約

がある，④感情の種類に幅がある」といった定義

から成り立ち，自分と他者が異なるということを

意識した共感ができる者とそうでない（同情）者

とを識別できるとされている（角田， ）。

自分と他者が異なることを意識した共感ができ

る者とそうでない者の相違の要因の１つとして，

たとえば青年期におけるアイデンティティ発達の

様相との関連が予想される。

そこで本研究では，自他の区別に注目した共感

の類型化により，大学生のアイデンティティ発達

の様相とどのような関連がみられるかを検討する

ことを目的とした。

方 法

調査対象 私立 A 大学の大学 2～4 年生 157 名。

調査時期 2016 年 1 月中旬

使用尺度

１）角田（ ）の「共感経験尺度改定版」 項

目。評定は，「 ．全くあてはまらない」～「 ．と

てもあてはまる」の 件法である。

２）加藤（ ）の「自我同一性地位判定尺度」

項目。評定は，「 ．まったくそのとおりだ」～

「 ．全然そうではない」の 件法である。

結 果

共感経験尺度改定版（角田，1994）の因子分析

の 結 果 ，「 共 有 経 験 尺 度 （ Scale of Sharing 
Experience：SSE）」および「共有不全経験尺度（Scale 
of Insufficient Sharing Experience：SISE ）」の 2 尺

度に分かれた。先行研究と同様に，全体の中央値

を基準に高得点群と低得点群に分け，2 尺度の組

み合わせ（両向型，共有型，不全型，両貧型）か

ら，共感性の類型化をおこなった。

つづいて，自我同一性地位判定尺度（加藤， ）

による類型化を試みた。水本・山根（ ）を参

考に，「現在の自己投入の水準」「一般的な過去の

危機の水準」「一般的な将来の自己投入の希求の水

準」の各項目の素点を合計し項目数で除したもの

を「投入」得点，「危機」得点，「将来」得点とし，

これらの中央値を基準に高低で 分割した。そし

て，「投入」低群で「将来」低群を「同一性拡散」，

「投入」低群で「将来」高群を「モラトリアム」，

「投入」高群で「危機」低群を「早期完了」，「投

入」高群で「危機」高群を「同一性達成」と分類

した。

共感経験と自我同一性地位との関連を調べる

ために度数分布を算出し，χ二乗検定を行ったと

ころ，双方に有意傾向が見られた（χ²=14.73，
p<.10，df＝9）。さらに残差分析を行ったところ，

「両向型」においては「同一性達成」地位の度数

が有意に高く，「不全型」は「同一性拡散」地位の

度数が高い傾向，および「両貧型」においては「同

一性達成」地位の度数が有意に低い傾向にあった

（Table 1）。

考 察

結果より，共感経験タイプにおけるアイデンテ

ィティ発達の様相には差が見られた。

「両向型」は，同一性達成地位の者が多く，自

他の個別性の認識をもってアイデンティティを確

立していると推測される。

「不全型」は，他者との共有体験を得にくく，

アイデンティティを確立しづらいと予想される。

「両貧型」は，同一性達成地位の者が少なく，

アイデンティティ形成に至るほどの共感体験が不

足しているためと推測される。

χ 2乗検定
同一性達成 早期完了 モラトリアム 同一性拡散 計

両向型 度数 21** 8 8 8 45
13.38% 5.10% 5.10% 5.10% 28.66%

残差 2.9 -1.3 -.6 -1.2
共有型 度数 11 10 9 6 36

7.01% 6.37% 5.73% 3.82% 22.93%
残差 .1 .5 0.7 -1.2

不全型 度数 10 9 6 13† 38
6.37% 5.73% 3.82% 8.28% 24.20%

残差 -0.6 -0.2 -0.9 1.7

両貧型 度数 5** 12 10 11 38
3.18% 7.64% 6.37% 7.01% 24.20%

残差 -2.6 1.1 .9 .8

計 度数 47 39 33 38 157
＜.01，†: ＜.10，

― 386―


